
上島町の予算

３月に開かれた上島町議会第１回定例会において、令和元年度当初予算
（※）が可決されました。一般会計予算は73億8,052万円で、前年度に比べ
1億7,252万円増加しました。

島人による上島ならではのまちづくり
住民自らによる、産業・歴史・文化・自然を活かしたまちづくりに向けて

令和元年度会計別予算と前年度増減比
会 計 名 予 算 額 前 年 度 比

一般会計 73億8,052 万円 1億7,252 万円

特
別
会
計

国民健康保険 10億4,920 万円 ▲3,450 万円
国保診療所 5,270 万円 ▲1,190 万円
へき地出張診療所 610 万円 ▲80 万円
後期高齢者医療 1億4,090 万円 ▲1,080 万円
公共下水道 4億2,200 万円 4,050 万円
簡易水道 5,290 万円 ▲5,810 万円
CATV 1億　550 万円 ▲4,240 万円
農業集落排水 8,430 万円 ▲2,220 万円
介護保険 9億　740 万円 4,610 万円
介護サービス 4,510 万円 ▲250 万円
浄化槽 3,250 万円 ▲50 万円
魚島船舶 1億4,300 万円 2,700 万円
特別養護老人ホーム 4億2,470 万円 220 万円
生名船舶 7億5,800 万円 5億2,500 万円

合 計 42億2,430 万円 4億5,710 万円
企業
会計 上水道 3億4,463 万円 1,282 万円
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※平成３１年度は令和元年度と読み替えます。
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一般会計予算の内訳

繰越金　　1.0％
7,000万円

繰入金他　24.7％
18億2,256万円

28億900万円

（▲190万円）

（6,386万円）

町税　　7.5％
5億5,688万円

（756万円）

（0円）

（1億6,321万円）

（3,800万円）
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人件費　21.2％
15億6,434万円

（6,900万円）

扶助費　2.7％
1億9,907万円
（▲306万円）

（7,540万円）

普通建設事業費　21.3％
15億7,435万円
（▲2,315万円）

（2,863万円）

県支出金　6.5％
4億7,775万円

町債　15.3％
11億3,240万円

地方譲与税他　1.9％
1億4,140万円

（1,800万円）

物件費　13.8％
10億2,021万円
（▲2,176万円）

補助費等　6.5％
4億7,991万円

一般会計予算の推移

H26 H27 H28 H29 H30

71.8億円

70.1億円

66.9億円
65.6億円

72.1億円

今年度予算の主な事業
生名フェリー新造船建造事業（生名船舶会計）
 5億1,000万円
老朽化した「いきな」の更新を岩城橋完成にと
もなう輸送量の増加に対応できる新船の建造
を行います。

最終処分場整備事業（継続）
 4億6,763万円
国の交付金を受け、佐島地区に一般廃棄物最
終処分場（管理型）を建設します。

水産物供給基盤機能保全事業・魚島地区（継続）
 2億　800万円
篠塚漁港の機能保全のため、東防波堤の老朽
化にともなう係留チェーン補修などを行います。

公共交通施設整備事業（土生港長崎桟橋、継続）
 1億1,794万円
生名フェリー利用者の利便性向上のため、長
崎桟橋周辺施設を整備します。

下弓削ポンプ整備事業（継続）
 9,212万円
下弓削地区の排水（揚水）ポンプの老朽化にと
もない施設の建替えを行います。

がけ崩れ防災対策事業（継続）
 9,017万円
県の補助金を受け、がけ崩れの恐れがある住
家を守るための対策工事を実施します。
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国庫支出金　5.0％
3億7,053万円
（▲1億1,621万円）

地方交付税　38.1％

公債費　16.9％
12億4,436万円

繰出金他(※)　17.4％　
12億8,445万円
（3,713万円）
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災害復旧事業費　0.2％
1,383万円（1,033万円）

73.8億円
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